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【目　的】これまで介護に関する被服の問題は介護する側に立った研究が多かったため、

殆どが介護の現場である施設を対象に行われてきた。しかし介護保険の導入により、家庭

の問題としても考えねばならなくなった。また、要介護者の衣服形態は介護する側の利便性の

ために変えざるをえない場合が多い。男性は女性に比べ、服種が限られているので長年の習慣

から着用への拘りも大きいと推察される。しかし介護を前提とした男性の衣服を取り上げた研

究は殆ど見当たらない。そこで本報では、着用形態の変化による精神的負担を僅かでも軽減で

きる介護服を検討するために、まず男性の現在の着用実態および衣服に対する意見を調査した。

【方　法】1)調査対象者：中学生以上の男性1165  名( 回収率72.  0%)2) 調査時期:2000

年11 月　3) 調査内容：年齢、業種、居住地域、配偶者の有無等個人に関する９項目、
職場・学校、街着、家庭、就寝時における着用衣服の状況、着用日数等衣服に関する６
項目3) 集計：全体の動向をみるために単純集計および年代別・項目別クロス集計

【結果お よび考察】被験者は東海３県を中心に、10歳代204 名、20歳代235 名、30歳代

148 名、40歳代172 名、50歳代258  名、60歳以上121 名であり、約1/3 が会社･工場勤務で
あった。着用衣服は30 歳代まで殆どがトランクスを着用し、高齢になる程ブリーフが多

くなっている。ランニングシャツは40 歳以上で多い。またＴシャツは30 歳以上では家庭
着として着用しているが、若年層では夏の就寝時にトランクスと組合せてを着用する人が

パジャマ より多い。着用日数は夏より冬の方がやや長く、下着類は１日、パジャマは1
～3 日が多い。日常の衣服の選択者は本人が多いが、高齢になるほど妻が増えている。
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【目　 的 】介護保険 の導入に より家庭で の介護 がクロー ズアップ され、そ れに伴い 多 くの

介護用 品が商品化 され てい る。そ れら の多 くは介護する側 の利 便性を重視して いる一方 、

要介護 になっ て強い られる衣生活 の変化は、介護される側 にとって大き な精神 的負担 にな

る と想定 される。そ こで本報で は、介護 される側に も負担 の少 ない男性用 衣服を検討 する

ために、 自分が要介護 者になっ た場 合 の衣生活 につ いて調査し、 検討を行っ た。

【方　 法】1)調査対象 者･2) 実施 時期: 第1 報と同じ3) 調査 内容: 要介護者 になった場合に変え

たく ない 服種、変えるこ とに抵抗の ない 服種、身 に着けたく ない 服種、衣服の ゆとりの嗜

好、重ね着 の習 慣、また尿漏れパット、安 心パンツ、紙オムツなど介護 関連用 品について の認 知

度 と老後尿 漏れ を起 こす ように なった 場合 にお け るの商 品の受 け入 れに対 す る意 見 を調

査した。併せて関連 項 目として食 事、トイレ、就寝形態等 の現状 と好 みについ ても調査 した。

【結果お よび考 察】要介護 者に なっ て も変 えたく ない 服種に は下着類 が多 く、中でもトラン

クスが最 も多 かった。 このトランクスへの拘り は若年 ほど高く、 逆にブリーフへ の拘 りは高齢

者ほど高くなってい る。介護 の大き な問題 に排尿があ るが、最も関連す る下着に大 きな拘

りがあ るこ とは慎重 な検討を 要す るとい える。さ らに尿漏 れに関する介護用 品 の中で は、

紙おむ つ の認知 度が 最も 高く、次い で安 心パンツ、尿 漏れパットの順 であっ た が、使用 につ

いて は安 心パンツを使用 したい とい う人が最 も多 く、紙おむつ 、尿漏 れパットの順であ った。

また、自分で歩け るが漏らして しま う場合 や歩く のに補助 が必要 な場合 に安心パン ツや紙

おむつ を積 極的に使用 したい人 は、50･60 歳 よ り10･20･30 歳代 の方が多い こ とがわかっ た。
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